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沖
縄
県
に
は
国
内
外
か
ら
多
数

口

わ
期
は
略
跡
輸
帥

）
（ヽ

鋼
規
顔
執

年

は
本
県
の
み
な
ら
ず
わ
が
国
の
成

０‐４

長
戦
略
の
大
き
な
柱
で
あ
る
。
外

２

国
か
ら

の
内
訳
を
見
る
と

、
中

国
際
化
・観
光
立
県
に
必
須

国
、
韓
国
お
よ
び
台
湾

か
ら
の
客
が
大
多
数
を

占
め
て
い
る
。
こ
こ

で
、
他
の
諸
国
か
ら
観

光
客
を
誘
致
す
る
方
法

を
論
じ
た
い
。
県
民
の

み
な
ら
ず
、
日
本
国
民
の
瑛
語
教

育
、
そ
し
て
国
際
化
に
も
繋
が
る

提
案
で
あ
る
。

去

る
１０
月
１５
～
‐８
日

に
大
連

（中
国
）
で

「藻
類
」
に
関
す
る

国
際
会
議
が
開
催
さ
れ
、

「オ
キ

ナ
ワ
モ
ズ
ク
由
来
フ
コ
イ
ダ
ン
の

化
学
構
造
と
生
理
活
性
」
の
演
題

ホ
ー
ム
に
立

っ
た
時
、
ケ
ン
ブ
リ

ッ
ジ
大
学

（英
国
）

へ
の
留
学
の

奨
励
の
広
告

（電
光
写
真
板
）
が

目
に
焼
き
付
い
た
っ
そ
の
瞬
間
、

９
月
１
～
６
日
に
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ

大
学

ｏ
ク
ィ
ー
ン
ズ
カ
レ
ッ
ジ
で

開
催
さ
れ
た
国
際
会
議
に
参
加
し

た

（演
題

・
ベ
ー
ト
ー
ヴ

エ
ン
は

れ
、
多
く
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者

を
輩
出
し
た
大
学
で
あ
る
．
至
る

所
で
中
国
か
ら
の
多
く
の
若
者

（高
等
学
校
お
よ
び
大
学
生
）
が

集
団
で
見
学
し
て
い
た
。
韓
国
の

若
者
も
い
た
が
、
残
念
な
が
ら
日

本
人
を
見
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
日
本
の
若
者
が
外

国
で
学
ぶ
意
欲
を
失
い
つ
つ
あ
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
証
拠

に
、
日
本
か
ら
海
外
に
留
学
し
た

学
生
は
約
６
万
人

（１１
年
）
で
減

少
の

一
途
を
た
ど
り
、
中
国
か
ら

海
外
に
留
学
し
た
の
は
約
４２
万
人

で
、
逆
に
増
大
し
つ
つ
あ
る
。

沖
縄
県
の
み
な
ら
ず
わ
が
国
の

ほ
と
ん
ど

の
建
物

の
組
織

の
表

札
、
標
識
、
都
道
府
県
名
、
市
町

村
名
や
地
名
な
ど
は
日
本
語
で
表

示
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
英
語

を
併
記
す
る
事
を
提
案
し
た
い
。

現
状
は
、
わ
が
国
が
中
国
、
韓
国

お
よ
び
台
湾
の
文
化
圏
内
に
満
足

し
て
い
る
印
象
を
諸
外
国
の
国
民

に
与
え
て
い
る
。

中
国
は
、
す
で
に
漢
字
と
英
語

を
併
記
し
て
国
際
化
を
実
践
し
、

そ
の
成
果
は
前
述
の
学
生
の
留
学

数
に
加
え
て
、
こ
の
数
年
の
外
国

人
観
光
客
数
に
も
反
映
さ
れ
て
い

る

（５
６
０
０
万
人

・
世
界
第
３

～
４
位
）
。
そ
れ
に
比
較
し
て
、

わ
が
国
に
来
る
外
国
人
は
１
千
万

人
を
突
破
し
た
と
こ
ろ

（１３
年
）

で
第
２７
位
で
あ
る
。
英
語
を
併
記

す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
外
国
人
が

日
本
の
文
化
お
よ
び
歴
史
を
深
く

理
解
す
る
よ
う
に
な
り
、
親
近
感

を
覚
え
る
よ
う
に
な
る
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
英
語
教

育
に
も
大
き
く
寄
与
す
る
。
英
語

教
育
を
生
活
環
境
の
中
に
根
を
張

っ
た
も

の
に
し
な
け
れ
ば

、
国

（県
）
民
の
国
際
化
は
ま
す
ま
す
遠

の
く
ば
か
り
で
あ
る
。

（琉
球
大
学
名
誉
教
授
、
健
康

長
寿
科
学
研
究
所
長
、

６７
歳
）
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「

で
招
待
講
演
を
行

っ
た
。
４
年
前

熱
情
ソ
ナ
タ
に
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル

に
も
同
会
議
で
招
待
講
演
を
行

っ
　
を
創
造
し
た
）
合
間
を
縫

っ
て
、

た
経
験
が
あ
る
。
会
議
の
後
、
北

毎
日
の
よ
う
に
市
内
を
散
策
し
た

京
を
訪
れ
中
国
が
国
際
化
を
国
策

時
の
情
景
を
思
い
出
し
た
。

と
し
て
推
進
し
て
い
る
様
子
を
垣
一
　

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
は
３０
余
の

間
見
た
。
地
下
鉄

（１
番
線
）
の

カ
レ

ッ
ジ

（
分
校

）
で
構
成
さ

一
日
本
語
と
英
語
の
一併
記
表
示
　
　
・


